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2025年3月リリース

EX ＝ Excel Transformation

（Excel業務の変革）

EXでDXを推進



バージョンの比較

機能 2020(V9) 2022(V10) EX11(V11) 利用者
開発者・

システム管理者

64bit対応 ○ ○ ○

システムDBにMySQL追加 ○ ○

ログイン情報の保存(ID・PWの入力を一定期間免除) ○ ○

実行版プロジェクト表示の検索・お気に入り機能追加 ○ ○

タスク・関数選択時のインクリメント検索 ○ ○

終了時仕様の変更（開発版） ○ ○

バージョン管理による複数人開発（Gitのサービスを使用） ○ ○

入力チェック ○ 改良 ○

WebAPI/WebPortal ○ 改良 ○ ○

ボタンアイコン ○V9.3 改良 ○ ○

拡張テーブル更新 ○V9.2 ○ ○ ○ ○

検索付データ照会 ○V9.3 改良 ○ ○

変数 ○ 改良 改良 ○

かんたん作成機能 IOTG Plus ○V9.2 改良 ○ ○

かんたん作成機能 グループ集計・クロス集計 ○V9.2 改良 ○ ○



64ビットアプリケーションによる速度向上

64 速度向上に貢献

大量のデータ読み込み

による負荷

サーバーエラー



システムDBにMySQL追加

MySQL追加
dbsc2022以前の対応DB

対応バージョン
・MySQL 8.0

・MySQL 8.4

全体を管理するためのDB



ログイン情報の保存

一定期間、2回目以降の
IDとPW入力不要

dbsc2022以前

起動毎にIDとPWを入力

サーバー版にて設定

初回（パスワードを保存するにチェック）

二回目以降



プロジェクト表示の改善（検索・お気に入り機能）

サーバー版にて表示順を設定でしか

並び替えができない
検索・お気に入り登録で

プロジェクト選択が容易に

実行版にて個人で設定する



開発版でタスク・関数選択時のインクリメント検索

文字を入力した時点で検索結果が表示

タスクタイプ・関数が多く

探しづらい



開発版の終了時の仕様変更

最後に定義保存した
プロジェクトの状態で終了『編集を破棄する』を選択した場合

開始の状態に戻っていた



バージョン管理による複数人開発

複数人による
分散開発の効率化

マージミスによる

混乱と品質低下



2020・2022から追加されたもの
※詳しくは、オンラインヘルプに上がっているリリースノートをご覧ください



検索付きデータ照会 2020（V9）より追加、2022（V10）で機能改善

SQL実行
Select * from テーブル名

起動

データの絞込設定

絞り込んだデータをExcelへ展開

必要な情報を効率的に抽出し

Excelに展開ができる

1 2行固定から設定した行数のみ表示

2020(V9) 2022(V10)

条件を記憶して、次回起動時に再現できる

配列や複数のセルの設定でリストでの選択が可能



グループ集計・クロス集計 2020(V9)より追加 2022(V10)で機能追加

既存のシートがない場合、

集計用にシート設計・SQLが必要

SQLも場合によっては複雑になる
DBから自動で集計表を作成

開発工数の削減

2022(V10) 
にて追加

行数、列数、範囲を
Excelや変数に出力

→コピー先範囲を事前に計算し、        

処理を簡素化が可能

クロス集計

グループ集計
SELECT c.customer_name, 

COUNT(o.order_id) AS order_count, 

AVG(o.order_total) AS 

average_order_value

FROM customers c

JOIN orders o ON c.customer_id = 

o.customer_id

WHERE o.order_date BETWEEN '2024-

01-01' AND '2024-12-31'

GROUP BY c.customer_name

HAVING COUNT(o.order_id) > 5

ORDER BY average_order_value DESC;

※こちらはイメージです。



IOTG Plus 2020(V9)より追加、2020(V10)で検索タスクの追加

シートを基に、プロジェクトを自動生成 

カスタマイズ可能・プロジェクト作成の迅速化

プロジェクトを短期間で作成したい

2020(V9) 2022(V10)以降 検索機能追加



WebAPI・WebPotal 2022(V10)より追加、EX11で機能改善、サーバー版(ES)に標準搭載

dbSheetをスマホ・タブレット

でも使用したい

WebPotalでブラウザから読込・更新が可能

WebPotal EX11でTOP画面追加

RDB

WebAPI

WebAPIで他のアプリ（PowerApps,JavaScriptなど）と連携
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2022.06ﾘﾘｰｽ

dbSheet 旧バージョンサポート終了

2017.07ﾘﾘｰｽ

2019.11ﾘﾘｰｽ

（注）最新バージョンの動作環境詳細は、ニューコムのWebサイト 動作環境をご確認ください。

また、弊社までお問い合わせください。

今後も新たなOS、

Officeへの対応を

行っていきます！

2025.03

MS365、

Office2021

Office2024

Win10/11

サポート終了：2025年10月14日 バージョンアップのお願い



dbSサーバーバージョンアップ方法
バージョンアップの手段としては以下の３つが考えられます

① 現行のサーバーに上書きでバージョンアップを行う

② 本番環境と検証環境はそれぞれ別のリソースを使用

③ 本番環境のリソースを検証環境にそのまま展開



dbSサーバーバージョンアップ方法①
現行のサーバーのバージョンアップを行う

バージョン
アップ方法 ✓ 手順書に沿ってサーバー版のバージョンアップ

を実施

✓ 各クライアントPCに実行版（開発版）の
インストールを実施

注意点 ✓ バージョンアップの事前検証ができないため、
移行後に動作確認が必要になります。
（場合によってはプロジェクトの修正が必要になる）

✓ バージョンアップ前に  EX11 開発版での
単体テストをお勧めします。



dbSサーバーバージョンアップ方法②
現行環境と検証環境はそれぞれ別のリソースを使用

検証環境 ✓ 検証サーバー(EX11) の構築とライセンス適用

✓ 検証環境用に最大3か月の無償でライセンスを提供

✓ 現行サーバーから必要なリソース（ユーザー、グループ、
プロジェクト定義など）を手動で移行します。
（検証期間中は並行稼働）

✓ 検証環境に接続するクライアントにEX11 を
インストール

検証後 検証後、いずれかでサーバー版のバージョンアップを行う

a. 検証作業終了後、検証環境で使用したサーバーを
そのまま本稼働用として使用する。       
※従来のサーバーを停止。

b. 検証作業終了後、現行サーバーをバージョンアップ
して本稼働用として使用する。
※検証環境のサーバーを停止。
※検証環境で行った修正を現行環境に加える。

c. 上記aまたはbと異なる場合、その内容を
お知らせください

✓ 各クライアントPCに実行版(開発版)のインストール
を実施

注意点 ✓ 検証用として別途サーバーが必要になります。

✓ 検証環境へのリソース登録は手動になります。

✓ 事前に検証と運用の計画を立てることを推奨

✓ 不具合または互換性によるプログラムの  
修正が必要になる場合があります。



dbSサーバーバージョンアップ方法③
現行環境のリソースを検証環境にそのまま展開

検証環境 ✓ 検証サーバーにサーバー移設（実際は複製）を
してdbSheetEX11にバージョンアップを行い検証
作業を行う。（検証期間中は並行稼働）

✓ 検証環境用に最大3か月の無償でライセンスを提供

✓ 検証環境に接続するクライアントにEX11 を
インストール

検証後 検証後、いずれかでサーバー版のバージョンアップを行う

a. 検証作業終了後、検証環境で使用したサーバーを
そのまま本稼働用として使用する。       
※従来のサーバーを停止。

b. 検証作業終了後、現行サーバーをバージョンアップし
て本稼働用として使用する。
※検証環境のサーバーを停止。
※検証環境で行った修正を現行環境に加える。

c. 上記aまたはbと異なる場合、その内容を
お知らせください

✓ 各クライアントPCに実行版(開発版)のインストールを
実施

注意点 ✓ 検証用として別途サーバーが必要になります。

✓ 現行・検証サーバーが同じ組織IDなので、接続の
切り替えはサーバーリストの切り替えで行います。

✓ 事前に検証と運用の計画が必要です。

✓ 不具合または互換性によるプログラムの  
修正が必要になる場合があります。



dbSサーバーバージョンアップ方法
バージョンアップの手段としては以下の３つが考えられます

① 現行のサーバーに上書きでバージョンアップを行う

② 本番環境と検証環境はそれぞれ別のリソースを使用

③ 本番環境のリソースを検証環境にそのまま展開
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dbSheetサンプルデモご紹介（棚卸業務デモ）
dbSheetを活用することで帳簿棚卸リストを自動作成し、実棚結果を入力する仕組み

棚卸表

実棚商品選択商品在庫一覧

基幹システム

Web Potal

実棚在庫入力

参照のみ

在庫DB 棚卸DB

参照／書込



dbSheetのサンプルデモご紹介（棚卸業務デモ）

棚卸DB

在庫DB

①IOTG Plus

②クイック作成

③Web Potal

実棚在庫入力

システム在庫と
実在庫の差

在庫分析

④グループ集計



ホームページ：www.newcom07.jp 

http://www.newcom07.jp/
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